


出血傾向等により皮下投与が困難な場合はフィルグラスチム（遺
伝子組換え）［フィルグラスチム後続2］100μg/m2を1日1回静脈
内投与（点滴静注を含む）する。
また、がん化学療法により好中球数1,000/mm3未満で発熱（原則
として38℃以上）あるいは好中球数500/mm3未満が観察され、引
き続き同一のがん化学療法を施行する症例に対しては、次回以降
のがん化学療法施行時には好中球数1,000/mm3未満が観察された
時点から、フィルグラスチム（遺伝子組換え）［フィルグラスチ
ム後続2］50μg/m2を1日1回皮下投与する。出血傾向等により皮





本剤又はグランシリンジM300 300μg/bodyの単回皮下投与時の血清中濃
度推移
本剤又はグランシリンジ150又はグランシリンジM300 150又は300μg/body
の単回投与時の薬物動態パラメータ
投与
経路 例数 薬剤 AUCt

（ng・hr/mL）
Cmax

（ng/mL）
AUC∞

（ng・hr/mL）
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T1/2
（hr）

本剤
300μg 238±34 66.8±8.1 239±34 0.7±0.1 2.47±0.52

グランシリ
ンジM300 239±40 66.3±13.9 240±40 0.7±0.1 2.83±0.99度箕

300μg 23B 66N3±3423B0.⁄±0.C±5栗
ンジM30023B

30B






